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交 流 促 進 委 員 会
令和5年度北蟹谷地域活性化協議会は、「北蟹谷の更なる元気づくりに向けて【2023年提案】―北蟹谷が

10年後にめざす姿― を元に 一年間の行事を終えようとしています。交流促進委員会の掲げた行事を振

り返った時、従来取り組んできた内容及び新たな取組みの成果を生み出す事が出来ました結果を評価し更

なる未来に向け取組んで行きたいと思います。

従来の事業取組みで、親子農作業体験事業・３世代ウォーク・しめ縄飾りづくりについは、他組織との共

同取組みを継続しながら、伝統技能継承を目指し、今後も継続していきます。

新しい事業の取組みとして、伝統技能継承として、盤持ち石大会の復活及び三世代グランドゴルフ大会、

熊手づくりに挑戦しました。特に盤持ち石

大会は、沢山の地区民各位の御協力のもと，か

つて北蟹谷地区で実施されていた、行事の復活

と継続を約束する催し物となりました。

これからも各種行事を通して、地区の皆さん

の元気と活気あふれる、我がふるさと「北蟹谷」

を目指して行きます。 （令和５年度各種行事案内チラシ）

北蟹谷活性化協議会からのお知らせ

八講田に春を知らせる「涅槃だんご」 八講田町内会

春を告げるものと云われ、皆様は何を想像しますか。滑川のホタルイカ、それとも魚津の蜃気楼で

すか？今年は、暖冬と言われてますが、春が待ち遠しいですね！

涅槃団子は、お釈迦様の命日の法要である「涅槃会」で配られる団子のことです。丸い形で、白色・

赤色・黄色・など5色でお釈迦団子とも言います。地域によっては、四角い形や犬、鳥など動物の形

もあります。食べると一年間無病息災で過ごせる、カバンや身に付けるとお守りにもなると云われて

ます。

八講田 本叡寺で、2月11日（日）に涅槃会が行われました。法要が終わり、涅槃団子 そして美味

しい御餅を頂きました。春を感じる一日となりました。

蟹谷こども園になって４年が経とうとしています。内見会で皆様方に見

に来ていただこうと思っていた矢先に新型コロナウイルスの流行で、今ま

で積み重ねてきたいろいろな交流ができなくなり、子どもたちや職員はも

ちろん、保護者や地域の皆様方にはとても寂しい日々になりました。

でも、令和５年５月に５類になったことで、少しずつ交流ができるように

なりました。

先日、ゲンバ電気さんから大きな段ボールや発泡スチロールをいただい

た時には、「やったー！」「何しようかな？」と子どもたちは目を輝かせ

いろいろなものを作っていました。交流の場となっている『なかよし広場』

をすべて使って大型迷路を作り、自分たちが楽しむだけでなく小さい子を

招待して遊ばせてあげたり保育参観で保護者の方々と一緒に遊んだりなど、

たくさん楽しむことができました。

蟹谷こども園は、『子どもも保護者も職員も笑顔あふれるこども園』を

目指し日々取り組んでおります。これからは、地域の方々も笑顔あふれるよう、地域に根ざしたこども園に

なっていきたいと思っておりますので今後ともご支援・ご協力お願いいたします。

地域の方と一緒に 蟹谷こども園 園長 唐島 和美

北蟹谷だより
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